
鑓地域の窒素酸化物t

還する調査研究

作々木

耳の増加に伴
、ぅ環境1-\—I の

近年の自菌）］車口：：lが懸念、されている。

守知酸化物i農疫 ぉける餐索酸化物の

そこで、交差点翫:¥;]車・ぎ畔料hガスの道蹄閑

疇‘ik況を調査し、いて検討した。
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調査方法

2. 1””  
謬元 年 4日18厨 l9Fl

誠 久米
均 斎藤

学

， 調査i鉱点、 その糊
2. り ャ字路を中心とし、

国道7若緑臨i簡：ー クに区分し、各ブロJ

迅を A」)の 4プロ・I 訂蹄端から50m『晶

ク内に＼‘烈 1に示すとお：、地し点を設けた。

霞， ~16、 nt46の調: サスによる

＞昭和63鉗哀道路交口こしま4‘2,947

とナ：わ直．道7号線 （町I①)の心，749台IHと

台/;、疇‘釘） （訊R)

なつている。
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2. 3 調査方法

2. 3. 1 NOxサンプラーによる窒索酸

化物の測定

図］に示した闘査地点の電柱もしくは樹木

等を用い、地上約2mに平野ら 1)の考案による

NOxサンプラーを設置し、 24時間放置した後

回収し、 NOおよびNO渭平均濃度を求めた。

なお、サンプラーは100ccの採水用ポリびんの

底を取り去り、饂面に 5mm径の穴を60個あけ

たシェルターで保護した。

NOxサンプラーは直径 2cm、長さ 3cm、重

さ約10gのアクリル製短円筒である。円筒の

一方にN()を選択的に酸化する有機酸化斉l」

PTIO (2-Phenyl -4、4、5、5-tetramethyl-

imidazoline-3-oxide -1-oxyl) を添加した

TEA (Triethanolamine)を捕且叫としtころ

紙を取り付け、 NO泣測定し、他方には、TEA

のみを捕集剤としたろ紙を取り付け、 Nりを

測定するようになっており、この向方のろ紙

を分析することにより NOとN02が同時に測

定できる。

2. 3. 2 自動測定法（ザルツマン法）と

NOxサンプラーの同時測定

自動測定法と NOxサンプラーとのN()及ひ

N02の相1悶を聞べるため、l'¥Ox［国測＇よ磯を

北

設置している秋田市所管の茨島局、山王局、

土崎局、将軍野局で同時測定を行った。

3 結果と考察

3. 1 自動測定法と簡易サンプラーとの

相関

自動測定法と簡易サンプラーの 1時間値の

平均値の相関はNO及びNO孔こついて、それ

ぞれ次のとおりであった。

(NOについて）

NO(z) =0.69NO(s) +6.42 r=0.970 

(N仇について）

N02(z) =1.14N02(s)+2.31 r= 

0.999 

ここ 1こ、 (z)はザ］レツマンi去、（s)（まサンプ

ラー法を示す。

なお、以下の解析にあたりデータはすべて

ザルヅマン試に換筒してある。

3. 2 交差点閃辺の窒索酸化物0分布に

ついて

3. 2. 1 i且化し期間中の風向、］風速

図 2は訓定期間中の風配図てあるが、

NNW~WNWの風が卓越している。また、平

均風速（ま2.2mで、 calm（ま 0％であった。

西
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東

図2 測定期l:]中の風配図
南
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3. 2. 2 国道 7号線と山王通りの影響

度合について

表 1に国道 7号線及び山工通りの道路端の

窒索酸化物濃度を示す。なお、表中のAl等は

図 1の道路端での調査地点を示す。

交通量の違いが示すとおり、窒素酸化物濃

度は国道 7号線が山王通りより明らかに高い

濃度となっている。

また、風向の影粋と考えられるが、国道 7

号線でも東側の道路端か西側より高い値とな

っている。

昨年度に実施したトンネル内の窒索酸化物

の調査結果2)から、自動車から 1次汚染物質

として排出されるNOがま、i'JOxの11.3％であ

る。今回の調査において、道路端てのN02は

最低でNOxの32％であったc このことは自動

から排出されたNOの 2割程度がわずか数

mの拡散でNO孔こ酸化されていることを示し

ている。

3. 2. 3 NO、NO汲びNOx比(N02/

NOx)の水平分布について

図 3~ 5にNO、N02及びl¥Ox.lt(N02/ 

NOx)の分布を示す。 N()及ぴNO心交差点が

最大濃度を示す。また、卓越したN＼＼方向の風

によるAブロックヘの彰謁か認められる。

人 l 直：洛端の窒索酸化砂履＇口 19と （単位：ppb

山道 7 号｀ 山 1:. 
通 り

調在 任
NO2 NOx 地点 NO NO, 地点 NO 

Al 60 35 95 Al 60 35 95 

八ど 58 27 85 ←¥ L-i I．へ‘9、勺） 27 90 

八3 57 27 8」 入り ， ＇'27 25 52 

八4 32 26 5ぷ
B¥ _ l  l 3, I i l 1 ゥー

28 55 -i 

Bl 36 43 79 心'9い’‘ 43 79 

B2 57 27 84 Bl l () 30 49 

B3 45 30 75 87 35 24 59 

Cl 24 41 65 Cl 24 41 65 

C2 36 28 64 C4 11 19 30 

C3 32 25 57 C7 16 17 33 

| } ] 43 24 67 [) 1 4:3 24 67 

l) 2 23 22 45 [) 5 15 18 33 

［）こ 19 20 3り Ll'.I 11 23 34 
,---—~ 

5□ ; [) 4 25 27 
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l 卜

図 3 NOの分布図（単位ppb) 図4 N02の分布図（単位ppb)

|ド

| r--

図 5 N02/NO．しの分布図

3. 2. 4 N()、NO及ひNO此 (NO,/

NOx)の距堆減衰に．）して

国道 7:}綜及び山—「通りからのNO、 NO

及びNO,.lt(NO、,/NOx)ク）距腐齢減衰を図 6

~ 9に示す。なお、図中の横軸A2、B2等は、

図 1の調杏地点に対応し、国道 7号線道路端

またばU王辿り道路端から約5(Jm1::l隔で消IUl

だ地点を示してしる。

前述 3.2. 2とも閏連するが、ごれらの［没［

を見ると山．ー［通リの影響より国道 7号線の影

瑯が大きく、特に、図 8~ 9に示されるよう

にC及びDブロックでは国道 7号線の影響し
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か受けていないことがわかる。

また、 NO及びN02の減衰状況を見ると、

NOは50~lOOmで急激に濃度が減少するの

に対し、 N02は150~200mで道路端のわずか

35~40％濃度が減少するだけである。 NOに

ついてはNOx比からもわかるとおり、100mほ

どでほとんどNOパこ酸化されると考えられ

る。また、この距離は平均風述 2.2 m/sで計

算すると拡散時間にして 1分以下であり、こ

の距離内では03との酸化反応のみを考えれ

ばよいこと 1こなる叱

このように、自動車からi」I：出された窒ふ唆

化物のうち、 NOは100m以内で消失し、 2次

汚染物質のNOよなり、 1次汚染物質のN02

とともに～＾^ 般環境に拡散していく。
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図 6 NO, NO汲ぴNOx比(N02/NOx)の距離減衰(Aブロック）
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図 7 NO, N O汲びNOx比(N02/NOxの距離減衰(Bブロック）
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図 8 NO, N O汎ぴNOxlt(N02/NO豆の距離減衰（Cプロjク）
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図9 NO, NO汲ひNOx比(N02/NOx)の距離滅哀(Dブロック）

4 まとめ

(1) NO及びNO冷同時に測定できるNOxサ

ンプラーを用いることにより、滴使（こ字素酸

化物の分布状臨を占査できた。

(2) 閻査地点である臨洵十字路周辺において

は国道 7号線による影開か大きい。

(3) NOは道路から100mい内でほぼ完全に

N()外こ酸化され、 1次切染杓質のN（ゎととも

に一般環塙（こ拡散していく。
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